
道路に支障のある樹木を伐採・処分

伐採後に沿道区域を指定

事業のイメージ

建築限界

道路区域

『ならの道 リフレッシュ プロジェクト』の拡大について 令和７年１月８日
道路マネジメント課

②山間エリアへの拡大（市町村と連携した支障木伐採負担制度の創設）

●山間エリアにおける課題

□道路管理者として、道路の建築限界内の通行の支障となる枝葉の『伐採・剪定の処理が発生』

□放置された民有林からの枝落ち、倒木による『通行規制の発生』

□放置された民有林からの倒木による『交通事故の発生』

放置された民有林により、道路利用者の 安全・安心な通行 が脅かされる状況

県 市町村 所有者

協定締結

伐採･防草対策
運搬・処分

伐採の交渉・同意

実績の報告・
負担金の支払い

沿道区域指定(告示)･安全確保指示

支障木伐採負担制度(案) の事業の流れ

市町村と連携した 民有林への対策 が必要支障木伐採負担制度（案）

野迫川村

今後の展開

民有林民有林

・令和７年度に野迫川村を対象に試行的に実施

・令和８年度から全県的な本格展開を予定（県は伐採・養生に対する負担金を支出）

・行政指導により支障木による道路への障害を防止

・市町村が民有林の所有者と交渉

・所有者の同意後、伐採及び処分を実施
（※県の負担は、伐採及び防草対策(1回分)費用）
(※市町村の負担は、運搬及び処分費用）

・伐採後の維持管理は土地所有者などが実施

従来の伐採、剪定の範囲

支障木伐採負担制度（案）で
伐採、剪定の対象となる樹木


